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日本を見直した台湾一周旅行 

                        会員    ふゆきわぎ 

２月２２日（平成２５年）のお昼に成田国際空港をたち、夕刻台北の桃園国際空港に立

つ。５日間の台湾格安バス一周旅行のスタートだ。 

初日のレストランでの夕食は４つのターンテーブルを各８人で囲んでの台湾料理。同じ

テーブルの一人が手洗いに立ってしばらくしてから「イヤー、参った、参った」といいな

がら戻ってくる。「閉じ込められちゃったよ。何度も回して押して引いたけどドアが開かな

い。おーいと叫んでも誰もいない。ドアの上が空間だったので、よじ登ってやっと脱出で

きた」格安だけあって先が思いやられる。 

２日目は台中・台南観光だ。 

台中では３０，１ｍの巨大な金色に輝く弥勒菩薩が祀られている１９２８年建立の仏教

寺院宝覚寺を訪れる。この大仏は柔和な笑顔の７福神布袋さんで、耳に触ると幸福が訪れ、

へそに触るとへそくりが増え金持ちになるといわれている。 

大仏の横には人身大の弥勒菩薩が置かれていて人が群がっている。旅仲間の女性たちに

交じって妻もわれ先にとおへそに手を伸ばす。お寺もいきな計らいをするものだ。また敷

地内には戦前に亡くなった日本人の１４０００柱の墓地のほか、日本から送られた奈良法

隆寺の仏像や友愛永遠の鐘、７重の塔などもあり日本との関係の深さに驚く。寺院は日本

人観光客ばかりで、日本語が行き交い、２０人ぐらいのお年寄りが日本童謡鎮魂歌を静か

に捧げていた。 

 

     

                宝覚寺の弥勒菩薩 

日月潭はもともと大きな天然湖で、湖の北側が太陽（日）の形、南側が月の形をしてい

ることからこのように呼ばれ、ロマンチックな感じを受けるがどこから見ればそう見える
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のだろうか。水力発電所の建設計画が日本統治時代（１９１８年）にたてられ、１５年後

にダムと発電所が竣工し、現在台湾水力発電量の半分以上を賄っている。日本の貢献をこ

こでも知ることができた。 

文武廟は日月潭の湖畔北部にあり、中国宮殿様式の台湾最大級廟であり、きらびやかで

観光の名所ともなっている。廟は前殿、中殿、後殿の三殿様式になっており、前殿は文廟

で文の神である孔子が、中殿は武廟で武の神である関羽・岳飛が祀られている。廟門から

前殿に上がる階段の両側に赤い色をした一対の獅子の石造、前殿と中殿との間に九頭の龍

の彫刻がある 

   

文武廟と日月タン                 文武廟 

ガイドさんは「ここの孔子廟は偽物。本物は世界で一つ。日本所沢ユネスコ付近の孔子

廟である」とのコメントがあった。また「龍の彫刻の足の指の数は位によってきまってい

る。皇帝は五本、皇族は四本、平民は三本でちなみに日本の龍はすべて三本」との説明が

あり、確認したら確かに五本あった。またさらに「日本の漆を英語でどういいますか。

JAPANです。蒔絵と同様日本の誇る工芸品です。皆さん自慢してください」こういう話も

楽しい。 

 台南は１７世紀にオランダ人が築城し、その後に改築された「赤嵌楼（せきかんろう）」

などの古跡や、赤れんがの古い建物がいたるところに残り、古都の名にふさわしい街並み

とともに現代的な都市景観と併存していることから、台湾の京都と呼ばれることがある。 

この地で日本統治時代（１８９５～１９４５）に烏山頭（うさんとう）ダムを築き、不

毛の地を穀倉地帯に変えた日本人技師、八田與一（はったよいち）に今も尊敬の念が寄せ

られている。彼の名前と実績を初めて知ったのはこの観光バスの中であった。ガイドさん

が「今でも尊敬されている日本人がいます。政治家ではありません。技術屋さんです。小

学校の教科書にも載っていて偉業をたたえています」と紹介した。 

車窓から眺めるフルーツ畑はスイカ、パイナップル、ブドウなど何種類もの果実が年数

回とれるそうだ。道端の掘立小屋で購入した果物のいろいろな甘い香りがバスの中で充満

し、八田氏に台湾人のみならずわたくしたちも感謝しながら味わった。悲しい話もあった。
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彼は４２年、フィリピンへ向かうために乗った船が米軍潜水艦に撃沈され死亡し、妻は３

年後にダム旧送水口に身を投げたそうだ。 

   

赤カン楼                   果物屋 

 

３日目は高雄観光だ。 

蓮の花で有名な淡水湖の蓮池潭と龍虎塔が見どころだ。ガイドさんの説明では「台湾の

人は十二支の中で龍が最も良い動物で、虎が最も悪い動物と信じています。龍の大きな口

から入って虎の大口から出ると今までの悪行が取り消ししてくれ善人になれるといわれて

いるのが龍虎塔です」台湾人になったつもりで禊をしてきたので、今は善人そのものにな

ったはず。 

    

蓮池タン                龍虎塔 

 

４日目は花蓮、九ふん、台北観光だ。 

本ツアーで私がもっとも期待する太魯閣渓谷観光だ。ガイドさんの説明「台湾の中央部
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は山脈が走っていて、東西の交通の便は良くない。人力で東西に通じる道を造ることにな

った。今でも素掘りのトンネルが残っている。ダイナマイトを爆発させながら作業してい

たところ、大理石や宝石が発見されました」 

渓谷は１０００ｍの山々が重なり、その隙間を水が流れている。雄大で美しい山河の風

景が広がる景勝地。歳月を経て変化を続ける険しい大理石の谷壁・断崖は迫力満点とその

間を優美な曲線を描きながら流れる渓流が静寂と躍動のハーモニーとなって壮大なパノラ

マを展開する風景。高さ６００ｍ幅１２００ｍの絶壁が続く大断崖では岩壁を下から見上

げると断崖に囲まれた空の隙間が台湾本島の形に見えたり、アメリカ先住民の鼻の高い横

顔のように見える岩があったり、ごつごつの岩肌がむき出しの手掘りのトンネルが残って

いたり、急流や地下水などで大理石の岩肌に無数の小さな穴が開いており昔はツバメが飛

び交いその穴に巣を作っていたとか、まさに蟹の横這いの幅３０㎝ぐらいの細い道が岩壁

に造られていたり、青く透き通った渓流が時には白い波を立てているなど見るところも多

い。 

３０００ｍ級の山々が連なる中央山脈を源とする渓流が浸食を繰り返し、何万年もの時

を経て造った自然美だ。中央山脈の東西の花蓮と台中を結ぶ全長１９４ｋｍの道は３年９

か月、連日約 6000人が作業を続け２１２名の御霊の元 1960年完成した 

９ふんは昔この地に 9 世帯しか住んでいなかった。交通も不便でいつも 9 世帯分をまと

め調達していたことから同じ発音の９ふん（チョウフン）が使われるようになったらしい。 

１８９０年に金鉱が発見され、ゴールドラッシュに沸き小香港といわれるほど栄え、日

本統治時代に藤田組により最盛期を迎えた。街並みは、日本統治時代の面影を色濃くとど

めており、当時の酒家（料理店）などの建物が多数残されている。金鉱が尽きるとともに

衰退したが、１８８９年公開の映画「非情城市」がベネチェア映画祭でグランプリを獲得

するとともに映画の舞台となった９ふんが再度脚光を浴びた。 

 

   

大魯閣渓谷                   九フン 
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街並みは狭い道路と坂道と急な石階段、連なっている屋根瓦、風になびく軒下の真っ赤

な提灯列が古き良き時代を彷彿とさせる。上映時間外は自由に館内見学できるに映画館、

竹細工家具に囲まれて情緒いっぱいの茶芸館、湾岸線の美しい基隆湾が一望できるビュー

ポイント、お土産や惣菜を店頭一杯に並べているお店など散策するだけでも楽しいが、足

が棒のよう。二人の記念写真も疲れ顔。 

 

台湾観光の目玉は国立故宮博物館だ。もともと北京の紫禁城所蔵の文物が戦火を逃れて

台北に運び込まれたのだ。収蔵品は約６５万点でそのうち約２万点を常設展示しているが、

短時間の見学ではとてもとても見られない。ガイドさん「至宝の一部は皆さんと一緒に見

て回り、随時イヤホンで説明します。あとはフリーとします」 

人気の至宝はまず「翠玉白菜」だ。半翠半白の色合いと滑らかなつやを利用しての白菜

（清廉潔白の象徴）とキリギリス（子孫繁栄の象徴）を巧みに彫り上げている。高さ約１

９ｃｍ、幅約９ｃｍと意外と小さい。その次は肉形石の角煮だ。色艶、表面の毛穴、脂

身の質感などが豚の角煮にそっくり。高さ約６ｃｍ、幅約７ｃｍ。そのほか象牙の精細

な彫刻の一つ一つにはよくここまでできるなと感心する。中でも１７層の円球が重なって

できており、しかもその一つ一つが回転する象牙の彫刻は１２０年の歳月をかけて作られ

たそうだ。ただただ驚くばかり。約１０年前に見学に来ていたがすっかり忘れていて、改

めて感動の世界に浸った。 

故宮の外観写真と撮ろうとガイドさんに集合場所・時間を確認し、戻ってきたら誰もい

ない。びっくり仰天。インフォメーションに行ったり、故宮の出入り口あたりでうろうろ

していたりどうしようかと考えていた時にガイドさんとばったり。返却されたイヤホンの

数で全員集合と早合点してしまったようだ。このハプニングは心臓に悪い。（自己防衛上

これからはガイドさんの携帯番号を聞いておくことにしよう） 

  

      故宮博物館          TAIPEI１０１から見た夜景 
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台北の夜の顔はＴＡＩＰＥＩ１０１展望台で見下ろす。高さ５０８ｍのランドマークタ

ワーから３６０度の台北は夜のネオンに照らし出された縦横に走る道路、立ち並ぶ高層ビ

ルなどで活気のある街となっている。エレベータの待ち時間の時、タワーのカメラマンが

とってくれた記念写真が館内テレビで放映されていた。購入の仕方まで説明していて、商

魂の逞しさを感じた。また帰る時は、ＶＩＰ用の特別エレに乗せてもらい待ち時間はほと

んどなかった。実は貨物用。 

五日目は台北観光と帰国だ。 

へそくりの弥勒菩薩からスタートした今回の旅行も最後は商売の神様・関羽を主神とす

る行天空で閉めることとなった。 

商売繁盛を願う人・人・人で立錐の余地もないほどの混みよう。ボランテアの人から線

香をもらい、神様に識別してもらうため自分の名前・住所を告げてお祈りする。信者の人

ごみともうもうと立ち上る線香の煙と山のようになったお供え物と青い服を着た大勢のボ

ランテアの人と、そこらの廟とは規模が違う。圧倒された思いで、廟を出るとそこは有名

な占い横丁で日本語ＯＫの看板もある。日本人にも人気があるようだ。 

楽しかった台湾を後にして一路成田に。 

 

   

    行天宮                   占い横丁 

 

 日本統治に対し台湾人の反応はいろいろな機関のアンケート調査の結果ではいずれも良

好で概ね６０％以上の人が親日的のようだ。今回は現地人との接触は特にはなかったが、

嫌な気分になることもなく、ハプニングはあったものの楽しく旅行できた。 

                         ２０１３年４月１６日 
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